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歴史歴史

静止

昔 外力がないと動かない

ビュリダン
外力が物体に保存されて動く



歴史歴史 運動量と運動エネルギー
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逆に、速さv1で昇らせる
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仕事と運動エネルギーの関係仕事と運動エネルギーの関係

EWE ′=+
運動している物体に仕事をすると、仕事の分だけ運動エネルギーが増加する。

力積と運動量の関係力積と運動量の関係

PtFP ′=⋅+
運動している物体に力積を加えると、力積の分だけ運動量が増加する。
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運動量と運動エネルギーの関係運動量と運動エネルギーの関係
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積分についての考察積分についての考察
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微分についての考察微分についての考察
E
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　　　　　　　　　v0における接線

　　　　　　　　　v1における接線
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仕事の概念はなぜ仕事の概念はなぜ((力力))××((距離距離))なのか？なのか？

2211 sFsF =



単振動について単振動について
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